
1/10　景気ウォッチャー調査（令和８年９月調査）― 南関東（先行き）―

　４．南関東（地域別調査機関：株式会社ＤＢＪ総合研究所）

（－：回答が存在しない、＊：主だった回答等が存在しない）

分野 景気の先行き判断 業種・職種 景気の先行きに対する判断理由

◎

商店街（代表者） ・天候が大きく影響してくるので何ともいえないが、異常気象の影
響がない前提で、今の当地域の景気はとても良い。来街者数も
キャッシュレス決済の数字も好調を維持している。イベントへのレ
スポンスも良く、当地域を取り巻く消費者の動向は活発である（東
京都）。

◎

一般小売店［文房具］
（経営者）

・年末商材である手帳などの販売数量にも動きが出てきており、文
具店に求められるニーズが高まってきている。相変わらずインバウ
ンドの来店も多く、秋の旅行シーズンに向けて、来客数及び売上の
増加が期待できる。各文具メーカーでは新商品の発売も多く予定さ
れており、客も発売を待っている状況から、今後の売上増加につな
がる（東京都）。

◎
高級レストラン（店長） ・営業の仕方次第で、緩やかではあるものの当社や身の回りなどに

ついては良くなる見込みである（東京都）。

◎

一般レストラン（経営
者）

・９月は売上がとても悪く、最低であった。10月の宴会予約表をみ
ると多くの予約が入っているため、天候にもよるが、今月よりは良
くなる（東京都）。

◎
その他サービス［葬祭
業］（経営者）

・今月と比べてどうかは分からないが、年末にかけて依頼が増える
見込みである。

○
一般小売店［食料雑貨］
（経営者）

・周年イベントがあるため、やや良くなる。

○
一般小売店［印章］（経
営者）

・２～３か月後というと年末も含まれるため、大きな動きはないと
みられるが、多少期待している。

○
一般小売店［眼鏡］（経
営者）

・秋雨シーズンが過ぎて秋晴れとなれば、客足が戻り、売上も伸び
てくる。天候次第である。

○

百貨店（売場主任） ・年末に向けておせち、お歳暮、対象顧客限定イベントを用意して
おり、購買意欲は維持されるものとみているが、来月からまた値上
がりする食料品も多く、値札を見て慎重に買物をする客も増えてお
り、懸念材料もある（東京都）。

○

百貨店（販売促進担当） ・現状は、過去に例を見ない秋の豪雨により来客数に大打撃を受け
ているが、２～３か月先の冬物商戦においては、来客数の回復及び
商況改善を見込んでいる（東京都）。

○
百貨店（企画宣伝担当） ・要因は分析中だが、直近の流れを踏まえると、来客数が増える想

定である。

○ 百貨店（管理担当） ・食品を始めとして、衣料品も売れている（東京都）。

○
スーパー（経営者） ・これ以上天候が悪くなることはないため、今よりは良くなる。

○

コンビニ（エリア担当） ・天候、気温は別として、価格上昇に対応することや、大型の販売
促進を行って集客を図ることで、直近での落ち込みからは改善して
くる見込みである（東京都）。

○

衣料品専門店（店長） ・仕入計画に対して90％で推移しており、資金繰りについては、改
善されている。売上については、計画値には至っていないものの、
ほぼ前年並みである。消費者動向として、富裕層についてはイベン
ト催事等で好調である一方、日々の店頭売上は苦戦している（東京
都）。

○

衣料品専門店（統括） ・長期予報を見る限りでは、この先の天候は前年とほぼ変わらない
ようである。よほどの天候不順でない限り、今底を打っている来客
数を下回ることはないと考えている。

○

家電量販店（店長） ・年末調整で基礎控除や給与所得控除額が上がり手取りが増えるこ
とにより、消費が刺激されるとみている。ボーナスも平均で増える
傾向にあるため、期待している。

○ 家電量販店（店長） ・エアコンの買換え需要が見込まれる（東京都）。

○

一般レストラン（経営
者）

・２～３か月先の11～12月は暮れが近づいてくることで、客足が伸
び、９月よりは売上も増える。ケータリングも11月の方が多くなっ
てくるため、現在より２割くらいは売上が増加するとみている。

○
一般レストラン（経営
者）

・質が高く、商材も接客も高いクオリティを維持できれば、今後も
客に選んでもらえる（東京都）。

○
一般レストラン（経営
者）

・客の動向を見ると、来客数がやや増えているものの、しばらく様
子をみないと分からない（東京都）。
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○

その他飲食［カフェ］
（経営者）

・現在、売り方や商品ラインアップ、メニュー変更、ＳＮＳなどで
の新規ファンの獲得、体験型も加えて来客数などを増やす努力を進
めているため、結果が出てくることを期待している。大企業のみが
伸びていて、中小企業には厳しい社会になってきており、所得の２
極化が進んでいく。高価格帯の商材を売っているが、高くて買えな
いという声もかなり聞かれる（東京都）。

○

その他飲食［給食・レス
トラン］（役員）

・下期は最低賃金引上げによるコスト増加がある一方、新米価格が
更に40％程度値下がりする見込みから、全体のコスト面では増加傾
向が一服すると予想している。このため、上期並みの利益水準を維
持できるとみている（東京都）。

○

都市型ホテル（経営者） ・年末に向けて書き入れ時となるため、売上が伸びることを期待し
ている。一方、仕入価格の上昇に歯止めがかからず、利幅は縮小し
ている。エネルギー関係も不安定な見通しのため、先行きを心配し
ている。

○
都市型ホテル（スタッ
フ）

・年末までは高単価のままで推移する予測である。

○

タクシー運転手 ・物価高のなか、タクシーの利用客が多いことに驚いている。駅、
病院、会社と利用があり、平均して仕事ができている。飲み屋街か
らのオーダーがやや少ないことが気になるものの、目標の売上は達
成できている。

○

タクシー運転手 ・これから年末に向けて街に人の動きが多くなるため、よほどのこ
とがない限り、悪くなることはない。このまま順調に今の動きが続
けば、年末は例年どおり忙しくなる（東京都）。

○
タクシー（団体役員） ・期待を込めてではあるが、年末に向かって繁忙期に入ってくるた

め、良くなってほしい。

○ 通信会社（経営者） ・加入に関する問合せが多くなっている（東京都）。

○

その他レジャー施設［ボ
ウリング場］（支配人）

・年末年始の問合せが多くあることから、やや良くなる（東京
都）。

○

その他レジャー施設［複
合文化施設］（財務担
当）

・米国の中間選挙の結果次第である（東京都）。

○ 設計事務所（経営者） ・新規案件が動き出す予定である。

○

住宅販売会社（経営者） ・都内のホテルの宿泊料金が、１年に12％以上上昇しつつあり、ホ
テル業界はますます良くなる。一方、建設業は建設費が高騰してお
り、困っている。我々中小企業はいまだに厳しい経営環境のなかに
あり、賃金をなかなかスムーズに上げることができない。

○

住宅販売会社（従業員） ・販売価格の改定が続き、住宅ローン金利も上昇し、客の動きが悪
くなっている。他社との競合も激しくなり販売量を落としていた
が、値引き幅を増やして販売量を増加する方針になった。年末、年
度末に向けて販売量がやや増え、景気もやや良くなる見込みであ
る。

○
住宅販売会社（総務担
当）

・金利のある世界がプラスに作用することが増えてきている。

□

商店街（代表者） ・毎月のように何千品目という食材が値上がりしており、消費者の
購入意欲が大きく減退している。特に、当店の取り扱う着物はぜい
たく品とまでは言わないものの、そのときどきで消費者心理が変
わっていく。そのようなことから、着物の消費やレンタルについて
は非常に慎重になっている。

□
一般小売店［家電］（経
理担当）

・現状が変わるとは余り考えられない。

□

一般小売店［家電］（経
理担当）

・テレビのキャンペーンをやるようだが、余り期待はできない。照
明器具は、2027年末に蛍光灯が生産終了となるため、まだ期待でき
そうである。

□

一般小売店［家具］（経
営者）

・この先も悪いままで変わらない。良くなるにはもう少し時間が掛
かると考えている。客の様子からなかなか購買に結び付くような状
況ではなく、来客数自体も少ないため、将来的には良くなるかもし
れないが、３か月では変わらない（東京都）。

□

一般小売店［祭用品］
（経営者）

・台風シーズンが終わり良くなるかとみていたが、豪雨や台風被害
の影響により行事が中止になっている。この先も同様の状況が続
く。
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□
一般小売店［酒類］（経
営者）

・世界経済との兼ね合いもあり、今は変革のときだとみられるた
め、この先どうなるかは判断しかねる。

□
一般小売店［傘］（店
長）

・９月の長雨と台風で、傘の破損による修理依頼が増えている反
面、新規購入はそれほど伸びていない。

□

一般小売店［生花］（店
員）

・12月はクリスマスシーズンのためそれなりに期待しているが、近
年はクリスマスに花が余り売れないため、期待外れに終わりそうで
ある。９月は長雨で販売量がかなり減少したので、９月と比べれば
変わらない（東京都）。

□

一般小売店［文具］（販
売企画担当）

・天候はこれから安定していくものとみられるため、来客数もまた
増えてくるが、物価上昇に関してはどうしようもない。それでもや
はりこれは欲しいという魅力のある商品や企画を考えているもの
の、何とか現状を維持するのが精一杯である。

□

一般小売店［茶］（営業
担当）

・今の世の中あらゆる物が値上がりしているため、期待はできな
い。当社の販売量はささやかではあるものの、消費者が節約志向に
なると、売上に影響が出てくる（東京都）。

□

百貨店（総務担当） ・円安による物価上昇は継続するとみられるが、一時期のマイナス
基調は改善され、前年を捉える様子もうかがえる。インバウンドを
中心に来街者数は堅調に推移していることから、当面の間は前年と
同程度の売上を見込める。９月は天候には恵まれなかった。10～11
月の購買については旅行などの需要が伸びる可能性があるものの、
それも一時的なもので、当面は堅調に推移する（東京都）。

□
百貨店（総務担当） ・来客数の増加は見込めるものの、高額商材等の動きの活性化が見

込めない。

□

百貨店（総務担当） ・依然として物価上昇の収束が見通せない状況が続いていることに
加え、世界情勢の先行きについても不透明感がある。そのため、景
気が明らかに急上昇する局面を迎える可能性は高くない（東京
都）。

□ 百貨店（総務担当） ・引き続き現在と同様の傾向で推移する（東京都）。

□
百貨店（広報担当） ・直近のトレンドは月によって大きく変わっていない（東京都）。

□

百貨店（営業担当） ・原材料価格や物流費の高騰を受け、食品やサービス、電気、ガス
など幅広い分野で値上げの動きが広がっているなかで、今後消費者
の消費マインドがどのように変化していくか、先行きを見通すこと
は難しい（東京都）。

□

百貨店（営業担当） ・郊外のショッピングセンターについて、景気の指標となる来客数
と客単価をみると、来客数はインバウンドの影響を余り受けないた
め増えず、客単価はファッションやアクセサリーの動きが余り良く
ないため上がらない。そうしたことから、この先も状況は変わらな
い（東京都）。

□

百貨店（営業担当） ・関東を中心とした天候不順による農作物への影響が不透明なな
か、食料品を中心とした消費動向の悪化が懸念されるが、大きな影
響はないと考えている（東京都）。

□

百貨店（営業担当） ・免税売上は引き続き高位安定するが、前年も回復基調にあったこ
とから、伸び率は鈍化してくる。国内需要においては好調な食品と
ボリュームファッションの冬物の動きが鍵となる（東京都）。

□
百貨店（販売促進担当） ・直近の傾向からみて変わらない（東京都）。

□

百貨店（店長） ・10月から最低賃金引上げはあるが、市場環境や原価、コストの変
動による値上げラッシュも続く予想から、購買意欲が高まることは
ない。

□

スーパー（経営者） ・９月に関しては、例年より早く気温が下がり、夏物が売れなく
なっている。食品では精肉の動きが良い。秋冬に売れる商材の動き
が良く、いかに対応できるかが勝負であるが、出遅れた部分もあ
る。全体的に天候不順だったので難しい月である。世界情勢も混と
んとして、悪い状況がずっと続いており、この先もまだしばらく状
況は変わらない。

□ スーパー（経営者） ・単価上昇が続く見込みである。

□

スーパー（店長） ・酒税改正に伴う酒類の価格変更や天候不順に伴う相場高、いまだ
続く値上げにより、来客数や買上点数が厳しい状況は変わらない。
特に、日用品については各社共に価格志向になってきている。
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□

スーパー（店長） ・消費者には節約志向が依然として根付いており、値上げの影響も
大きく、消費マインドを引き下げる要因の１つとなっている。同様
の状態がもうしばらく続く（東京都）。

□ スーパー（総務担当） ・良くなる要因がない。

□
スーパー（営業担当） ・天候回復を期待したいところだが、また台風が発生しているた

め、来客数はしばらく低調が続く（東京都）。

□ スーパー（販売担当） ・まだ値上げが続く。

□
コンビニ（経営者） ・近隣の状況等が現状のまま全く変わらないため、来客数が増え

ず、客単価も上がらない。

□
コンビニ（経営者） ・９月にも更に物価が上がり、今後下がる見込みもない。原油価格

も不安定なため、低位安定が続く（東京都）。

□
コンビニ（エリア担当） ・米の値下がりの影響はあるものの、食料品の消費税減税が控えて

いるため、来年４月までは変わらない（東京都）。

□
コンビニ（店長） ・良くなる材料が見当たらない。先行きが読めないことが不安であ

る（東京都）。

□
コンビニ（商品開発担
当）

・今後も台風などの悪天候が予想される（東京都）。

□

コンビニ（従業員） ・来月は地元で大きな祭りがあるため、いつもより売上が増える。
祭りの日以外は特別変わらないが、前月と比べて売上が伸びる。祭
りに向けた準備は必要である。天候にもよるが、前年よりも売上が
増えるように準備していきたい。

□

コンビニ（従業員） ・特別大きく変わる要素はない。新たに店内調理品が導入されるた
め、それに合わせて新規客を取り込む努力が必要になってくる。
日々のキャンペーンもそうだが、少しの工夫で客の反応は変わるた
め、新しい取組を考えていきたい。

□
衣料品専門店（従業員） ・10月からの食品等の値上げについてよく耳にするため、消費は落

ち、景気も良くならないとみている。

□
家電量販店（店長） ・地域性もあるが、自然災害が重なり、慎重な客が多い。毎月行わ

れる値上げも影響が大きい。

□
家電量販店（店長） ・中国からのインバウンドの回復見込みがない。物価高の影響から

国内客の買い控えも予想される（東京都）。

□
乗用車販売店（経営者） ・新車の販売量は前年並みを維持するのが精一杯である。

□
乗用車販売店（経営者） ・中東情勢の不安定な状況が長期化しそうである（東京都）。

□
乗用車販売店（営業担
当）

・決算も終わり、大幅な増加は期待できない。

□

乗用車販売店（販売担
当）

・世界情勢がいろいろな物の価格を押し上げている。ウクライナ情
勢が不安定なことにより、小麦粉の生産量が減っている。中東情勢
の影響で原油価格が上がるなど、暮らしのなかの様々な物が世界情
勢の影響を受けている。こうした情勢が落ち着かないことには、景
気が安定して良くなるとは考えられない（東京都）。

□
乗用車販売店（渉外担
当）

・販売環境の変化はないと見込んでいる。

□

住関連専門店（営業担
当）

・円安、原油価格高騰など経済を取り巻く状況に変化はなく、リ
フォーム業においても当面大きな変化はないものと考える（東京
都）。

□
その他専門店［貴金属］
（統括）

・最近は台風の影響による来客数の減少もあるが、大きな変化はみ
られない（東京都）。

□

その他専門店［ガソリン
スタンド］（団体役員）

・中東情勢が不透明ななか、ガソリンスタンド業界においては、補
助金により売価は安定するものの、直近の補助金は１リットル当た
り51円と過去最高になっている。今後も原油調達リスクは継続する
とみられるため、このまま補助金が継続されれば変わらない（東京
都）。

□

その他小売［ショッピン
グセンター］（統括）

・現状のまま継続する（東京都）。

□

その他小売［ショッピン
グセンター］（統括）

・ウクライナや中東の不安定な情勢が変わらず、物価は毎月上昇し
続けており、物を買える客とそうでない客に２極化している。収入
があり、何でも買える客については景気の実感は良いと考えられ、
物がどんどん売れていくが、そうでない客については、じっくり吟
味して買う傾向が継続している。したがって、景気は現状のまま変
わらないが、貧富の差は激しくなっていく（東京都）。

家計
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□

高級レストラン（営業担
当）

・翌月以降の法人予約及び12～１月の忘年会や新年会が増える商戦
期は、ほぼ例年と同等の受注状況となっている（東京都）。

□

高級レストラン（役員） ・半導体、ＡＩによる経済拡張、関連株価の上昇などの明るい話も
あるものの、ＡＩの危険事案も生じており、国際経済の連携が見通
せない。現状、生活に直結する好転要因はみえず、景況感は変わら
ない（東京都）。

□
一般レストラン（経営
者）

・３か月後も変わらず円安の影響による物価高が続く。

□

一般レストラン（経営
者）

・物価上昇が続き、外食に回せるお金が少なくなってきている。企
業案件は変わらず横ばいではあるものの、一般消費者の絶対数が
減ってきている。

□

その他飲食［カフェ］
（経営者）

・農作物、海産物の季節がずれ、収穫量、漁獲量が減り、価格上昇
を招いている。それがそのまま値上げに直結している（東京都）。

□

都市型ホテル（経営者） ・原油関係は引き続き気になるものの、今のところすぐには原価に
反映しない上に、直近では売価で吸収できている（東京都）。

□
都市型ホテル（スタッ
フ）

・物価高や食料品の消費税減税がどのように影響するのかが読めな
いため、変わらないというより分からない。

□ 旅行代理店（従業員） ・先行きは前年の105％見込みである（東京都）。

□
タクシー運転手 ・前年から続く物価上昇が収まる気配がない。年末に向けて不安が

募ってきているという話が周りで聞かれる。

□

タクシー運転手 ・最近は景気が良いと話す乗客はほとんどいない。タクシーは天候
に左右されるが、冷夏により何が本当なのか分からなくなってい
る。世の中のタクシーアプリなどの利用者数増加をみると、これか
らますますコンピューターによる営業の影響が出てくる（東京
都）。

□

タクシー（経営者） ・景気そのものは少しずつ良くなっているが、物価高が大きな足か
せとなってきている。原油価格や物価の上昇が落ち着いてくれば、
景気も大きく改善する。

□
通信会社（経営者） ・交渉中の案件は早急に受注段階にはならないため、結果として景

気は変わらない（東京都）。

□
通信会社（営業担当） ・物価高や物不足が今後も続いていくと考えられることから、先行

きを見通せない状況がしばらく続く。

□
通信会社（局長） ・ヒット商材がない限り、現状の不安定な世相においては、Ｂｔｏ

Ｃ営業は変わらず厳しい（東京都）。

□ 通信会社（営業担当） ・良くなる材料がない。

□
通信会社（経営企画担
当）

・現状で回復の兆しがまだみえてこない（東京都）。

□ 通信会社（経理担当） ・年末に向けて客の財布のひもが緩みそうな気配がない。

□
通信会社（管理担当） ・当社が置かれている市場環境に変化がないため、状況は変わらな

い（東京都）。

□

通信会社（営業担当） ・そこまで大きな環境変化はない。10月は人の移動が増える時期で
もあるため、多少は変化がある見込みである（東京都）。

□
通信会社（経営企画担
当）

・映像視聴及び通信需要は短期的な経済状況に左右されない（東京
都）。

□

観光名所（職員） ・ここまで悪いことはここ最近ではなかった。これ以上悪くなるこ
とはないと考えているが、良くなるにも時間が掛かりそうである
（東京都）。

□ ゴルフ場（経営者） ・特に好材料が存在しない。

□

ゴルフ場（経営者） ・例年どおりであれば今月と大差ない集客を望める。８～９月の異
常気象で県内に大きな被害が出たが、10月からの新たな値上げや継
続する物価上昇、最低賃金引上げなど、対策に取り組まなくてはな
らない事案が多すぎて困惑している。

□ 競輪場（職員） ・状況に変化がないため、変わらない。

□

その他レジャー施設［ボ
ウリング場］（従業員）

・年末は例年同様の稼働を見込んでいるが、大きな動きがあるとは
考えられない（東京都）。

□
その他レジャー施設［映
画］（総務担当）

・秋から年末にかけての映画は余り作品がそろっていないため、来
客数に大きな変化はなさそうである（東京都）。

□

その他レジャー施設［総
合］（経営企画担当）

・紅葉シーズンに入り、かつ、円安基調が続いていることから、イ
ンバウンド集客の活況は続く（東京都）。

家計
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□
美容室（経営者） ・この長雨が早く終わり、天候が良くなることを祈っている。

□
その他サービス［学習
塾］（経営者）

・夏季講習などの客単価が前年より落ちている。

□

その他サービス［フィッ
トネスクラブ］（エリア
統括）

・物価上昇に伴う個人消費の低迷が続く（東京都）。

□
設計事務所（職員） ・円安、世界情勢によるエネルギー価格の高騰の動向次第だが、大

きく変化する兆しはみえない（東京都）。

□
住宅販売会社（従業員） ・資料請求件数に変化がない。

□

住宅販売会社（従業員） ・金利が上がり、銀行融資のハードルが高くなっているものの、法
人の社宅需要及び富裕層の相続税対策としてのアパート購入需要は
当分続くとみられる。

▲
商店街（代表者） ・周りには石油化学の工場が多いが、各社の景気が余り良くないた

め、当分は良くならない。

▲

一般小売店［米穀］（経
営者）

・例年では高温障害、つまり暑さによる問題から水の問題にシフト
する。今年も長雨による影響で、農産物の不良品や遅れ、欠陥が出
てくるとみている（東京都）。

▲
一般小売店［酒類］（経
営者）

・今後も台風や天候不順の要素と、食品を始めとする様々な物の値
上げが続くため、回復するとは考えられない。

▲
一般小売店［乳業］（経
営者）

・新規客の獲得は困難である（東京都）。

▲

一般小売店［書店］（総
務担当）

・売上減少に歯止めがかからない状況が続いており、高等教育機関
における秋学期の教科書販売量も一層減少していることから、今後
はやや悪くなる見込みである（東京都）。

▲

百貨店（販売促進担当） ・度重なる豪雨被害が大きいことに加え、様々な商材の値上げが続
いている。さらに、豪雨の影響により農産物も価格高騰が見込まれ
ることから、県内の消費マインドは冷え込む。

▲ 百貨店（財務担当） ・金利上昇や物価高により消費環境が悪化する（東京都）。

▲

百貨店（管理担当） ・物価高や為替の影響、ガソリン補助金等の懸念される要素が多
く、少しでも状況が変化すると消費者の財布のひもが急激に固くな
ることが予想される（東京都）。

▲ スーパー（経営者） ・原材料価格の上昇が止まらない（東京都）。

▲
スーパー（仕入担当） ・８月の旧盆から９月の大型連休にかけて安近短の行動が目立ち、

年末に向けてますます節約志向が高まる。

▲

スーパー（役員） ・商品原価や人件費を始めとした経費の高騰で、収益が悪化してい
る。また、消費者の節約志向は更に高まることが想定され、価格競
争も激しくなる。

▲
スーパー（食品担当） ・世界情勢が悪化しており、今後も物価高が続く（東京都）。

▲
コンビニ（経営者） ・最低賃金や時給の大幅な引上げに関して、地理的に都内に近い地

域のため、負担となっている。

▲ コンビニ（経営者） ・９月も降雨が多く、人の動きが悪い。

▲

コンビニ（経営者） ・現在、売上的には前年比95％程度であり、５ポイントほど落ちて
いる。これは天候によるところが大きい。２～３か月後は今よりも
う少し寒くなるため、季節的にも例年同様に今月より悪くなるとみ
ている。前月比でも95％と落ちていることからみても、やはりコン
ビニの客層は少しずつ他の業態に流れている。

▲

コンビニ（経営者） ・10月も天候がどうなるか心配しているところだが、商材の値上が
りが追い打ちを掛けており、景気が良くなる気配がない。その上、
最低賃金も引き上げられるため人件費が増加し、事業の存続が厳し
くなっている。

▲
コンビニ（エリア担当） ・今後も価格改定の予定があるため、現状のままの状況が続く。

▲

衣料品専門店（経営者） ・９月に入り、天候の影響もあるが、いろいろな物が値上がりして
いることもあって落ち込んでいる。今後も良い材料がないため、
はっきりしたことはいえないものの、若干落ちるのではないかと考
えている。

▲
乗用車販売店（総務担
当）

・新型車効果が薄れてくる時期であり、売上が鈍化すると予想して
いる。

▲ 乗用車販売店（営業） ・水害等が多く、今後の買い控え等が予想される。

▲
その他小売［生鮮魚介卸
売］（営業）

・これから年末に向かうが、期待はできない（東京都）。

家計
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▲

その他小売［ショッピン
グセンター］（統括）

・中東情勢等、懸念事項が多い。物価上昇が消費活動に悪影響を及
ぼす。

▲
高級レストラン（販売担
当）

・インフレ基調が続き、世界情勢を含め明るい材料に乏しく、経済
に息切れ感が出てくることを懸念する（東京都）。

▲

高級レストラン（経理担
当）

・客単価や稼働率が頭打ちに近い状況のなかで円高傾向が継続する
と、インバウンドが減少し、売上に対する下降圧力が懸念される
（東京都）。

▲

一般レストラン（経営
者）

・相変わらず金利と物価の上昇が続く見込みである。不安定な世界
情勢の影響を受け、エネルギー補給路とサプライチェーンが十分に
機能せず、経営において明日を見通すことさえ難しくなっている。

▲
その他飲食［居酒屋］
（経営者）

・値上げのニュースばかりが聞こえ、賃上げにつながる話は年内は
聞こえてこない（東京都）。

▲
旅行代理店（従業員） ・中東情勢が見通せないなか、物価高の影響を見通すことができな

い。

▲
旅行代理店（営業担当） ・円安が続くため、やや悪くなる（東京都）。

▲
旅行代理店（営業担当） ・物価上昇が止まらない。

▲

通信会社（社員） ・日米、日中関係に良化の兆しはなく、中途半端な円高傾向で経済
の方向性も定まらない。改善に向かう兆候が何１つない（東京
都）。

▲
観光名所（職員） ・今後の家計を見据えて外出する人が少なくなるとみている（東京

都）。

▲

ゴルフ場（従業員） ・豪雨、地震など自然災害への対策について、今以上に考えていか
なくてはいけない状況である。経済にも大きく影響してくる。

▲
パチンコ店（経営者） ・物価上昇の流れが続いており、消費者の財布のひもが固く、消費

気運が低迷する流れが続く。

▲
その他サービス［学習
塾］（経営者）

・物価高が急速に進んでいるため、先々の景気が良くなることは考
えにくい。生徒や親からもそういう話が出ている。

▲

その他サービス［立体駐
車場］（経営者）

・依然として物価高やエネルギー関連の価格高騰が続き、豪雨に
よって故障した機械の修理費や、修理時期に見通しが立っていない
ため、先行きに不安が残る。

▲
その他サービス［保険代
理店］（経営者）

・物価の上昇に追い付かない。

▲

設計事務所（経営者） ・全体の単価の上昇、気候変動の影響による値上げ、また、各市町
村での地盤と地域の対応などから、建築するようなムードになって
いない。単価の大幅な上昇が最たる理由で、２番目が異常気象によ
る影響である。自然災害が余りにも多いため、目的が達成できない
という話をよく聞く。加えて人手不足も問題である。

▲ 設計事務所（所長） ・受注が少ない。

▲
その他住宅［住宅資材］
（営業）

・一定の建築資材の需要はみえているものの、大口案件が少なく
なっている（東京都）。

×

一般小売店［家電］（経
営者）

・見積依頼があっても成約まで至らないなど、いろいろ話があるも
のの、途中で話が途切れてしまうことが多い。競争も激しくなって
いる（東京都）。

×
衣料品専門店（役員） ・諸物価高騰の影響により、衣料品に使うお金がどんどん減ってい

く。

× 通信会社（管理担当） ・物価上昇により販売量は横ばいとなっている。

×
通信会社（営業担当） ・毎月値上がりし続けている。値上げの動きが続く限り、景気悪化

は止まらない（東京都）。

×

ゴルフ場（経理担当） ・経済の先行き不透明性の影響により、今後も素材、エネルギー価
格の高止まりが続き、固定費の回収すら苦慮する経営環境にあり、
利益を創出できない状況が続くことに変わりない。12月になれば降
水量も少なく、例年であれば底堅い稼動が期待できるが、季節要因
にとどまり、景気要因での来客数改善は期待できない。物価上昇、
実質賃金の減少により生活防衛を意識し高額レジャー支出の抑制行
動が顕著となる状況を総合すれば、景況感の回復を展望することは
困難である。

×
設計事務所（経営者） ・事業計画見直しの速度よりも、社会経済のインフレ速度が速く、

対応が追い付かないため、事業が進まない。

家計
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◎
出版・印刷・同関連産業
（経営者）

・例年受注量が増える時期であり、今年も受注予定が入っている
（東京都）。

◎
その他サービス業［ソフ
ト開発］（従業員）

・設備投資を開始し、修繕や社用車の買換えなどを検討している。
仕事の受注量も増えてきている。

○
食料品製造業（経営者） ・天候の影響が多分にあるため、天候が回復すれば売上も増える

（東京都）。

○
食料品製造業（経営者） ・これから秋のイベントへの出店が続くため、売上増加を期待でき

る。

○

食料品製造業（経営者） ・天候不良が回復し、秋の行楽シーズンが例年どおり活況となれ
ば、少なくとも７月以前の景気には戻ると期待している（東京
都）。

○
一般機械器具製造業（経
営者）

・内示も考慮して、通常どおり１か月20日以上の稼働日となれば、
仕事量は春先や初夏と同等程度に戻る。

○
不動産業（従業員） ・宿泊需要は引き続き堅調に推移する見込みである（東京都）。

○
広告代理店（従業員） ・来年３月に開催される2027年国際園芸博覧会に関する広報やＰＲ

等の業務が少しずつ発生している。

○
その他非製造業［商社］
（従業員）

・受注量の動きからみて、やや良くなる（東京都）。

□

出版・印刷・同関連産業
（営業担当）

・時代の流れで年賀状印刷の注文がほとんどなくなってきているこ
とはやむを得ない。以前なら11～12月は忙しいはずだったが、近年
は見込めない。個人の印鑑や印鑑リフォームの注文が少しずつ増え
てきているため、相殺されて変わらない（東京都）。

□
化学工業（従業員） ・最近、原料の値上げの話が出てきており、不安定な状況が続きそ

うである。

□
プラスチック製品製造業
（経営者）

・化粧品容器の受注低迷を医療品容器の受注で何とか補っている
が、数か月先の情報は余り芳しくない。

□
金属製品製造業（経営
者）

・円安や不安定な世界情勢などの影響はあるものの、長引いている
ことによる経済の変動は少ない。

□

電気機械器具製造業（企
画担当）

・ＡＩ関連事業及び携帯電子機器向け製品の事業拡大のための設備
投資が完了するまでは、現状の景気がほぼ維持され、大きな変化は
ないと予測する。

□
精密機械器具製造業（経
営者）

・売上は非常に伸びているものの、利益は出ない。

□
輸送用機械器具製造業
（総務担当）

・自動車メーカーの生産は当初の計画どおりに進む見込みのため、
景気は横ばいで推移する。

□

その他製造業［化粧品］
（営業担当）

・長雨による外出機会の減少や物価高によるサロン来店周期の長期
化が収まらないことには、サロン専売品の売上は上がらない（東京
都）。

□

建設業（経営者） ・地政学的な問題が国内外の経済に影響し、景気は良くなったり悪
くなったりする。国内においては現状がしばらく続く。

□

建設業（経営者） ・自然災害対策や生産性向上に向けた設備投資など受注拡大の材料
はあるものの、実感として発注者の動きは鈍く、回復傾向にはな
い。

□
輸送業（経営者） ・受注状況から、引き続き好調を維持できる見込みである（東京

都）。

□ 輸送業（経営者） ・先行きが見えない（東京都）。

□
輸送業（総務担当） ・荷主の国内出荷量は増えているものの、低迷が続いている。輸出

量はなく、今後も現状のままだと予想している。

□

通信業（広報担当） ・ＤＸ推進の気運が高まっている。一方で、原材料高や人手不足な
どの影響もあり、大きな伸びは見込みにくい（東京都）。

□

金融業（従業員） ・中東情勢の影響で電気代や仕入価格の高騰は続くものの、小売業
は、価格転嫁等の営業努力や固定客に支えられて持ちこたえてい
る。また、製造業では、大手からの安定受注を背景に、材料価格の
高騰を販売価格に転嫁して利益を確保できているといった前向きな
声も聞かれる（東京都）。

□

金融業（営業担当） ・先の見えない受注予測からも、現状では今後大きく業況が改善す
る材料は見当たらない。年末に向けて増加要因があるものとみられ
るが、例年程度の伸び率にとどまるだろうとの経営者の声が多く聞
かれる。

企業
動向
関連

(南関東)



9/10

□

不動産業（経営者） ・当社の賃貸物件の入居率に変化はない見込みである。戸建て住宅
やマンションなど住居販売を主とした不動産屋では、住宅の貸出し
金利上昇の影響が出始めているという話がある。

□

不動産業（経営者） ・インフレ傾向と賃上げ傾向は続いているが、中東情勢、円安、米
国の政策等で流れが変わってしまう恐れがある（東京都）。

□
不動産業（従業員） ・工事費の高騰が続いているが、販売価格、賃貸料金は高値を維持

している（東京都）。

□

不動産業（総務担当） ・今後予定される契約更新テナントに対する事前打診の感触では、
賃料アップの要請に応じてもらえそうなテナントもいれば、多少立
地条件は悪くなっても、賃料の安いオフィスに移転する予定のテナ
ントもいて、各社の業績により２極化が顕著になっている（東京
都）。

□

広告代理店（経営者） ・取引先の様子としては、引き続き慎重な経営判断がみられる。一
方で、秋から年末に向けた販売促進や新メニューの準備、新規案件
の相談も徐々に始まっており、事業活動が大きく停滞する状況では
ない。猛暑や天候不順などの要因も引き続き心配ではあるものの、
急激に悪化する状況とまではいかず、例年よりやや控えめの発注数
になると予想している。今後２～３か月で景況感が大きく改善する
要因は少ない（東京都）。

□

広告代理店（従業員） ・改善傾向にあるのかについては、四半期、半期単位での検証と総
括が必要で、先が読めないというのが正直なところである（東京
都）。

□

税理士 ・円安が輸出企業、輸入企業双方に影響している。大手の輸出企業
は１ドル100円の時代と比べて1.6倍のお金が入ってくるが、逆に輸
入している中小零細企業では、仕入価格が1.6倍になっている（東京
都）。

□

税理士 ・年内残りの３か月で、景気に大きな変化はないとみている。株価
はＩＴ関連株によって大きな値動きもなく高値で安定している。円
安もこのままの水準で変わらず推移する見込みである。日中関係は
冷え込んだままではあるものの、インバウンドを中国に頼らずとも
他国で成り立っている。原油価格の高騰についても補助金があり、
石油関連商材の流通も案じたほど悪くはない。年内はほぼ現状のま
まで変わらない。

□ 社会保険労務士 ・良くなる要因が見当たらない（東京都）。

□
経営コンサルタント ・良くなる材料が見当たらない。最低賃金が上がるものの、可処分

所得にどの程度反映されるのかが問題である。

□

経営コンサルタント ・重油関係の輸入の問題で、多くの石油製品において値上げや品薄
状態が発生しており、不確定要素が大きく、先行きは不透明であ
る。中小製造業は先が見通せず、危機感がある（東京都）。

□
その他サービス業［廃棄
物処理］（経営者）

・受注が増える見込みもあるが、来月からまた原材料等の値上げが
あり、利益が増えない状態がしばらく続く。

□
その他サービス業［警
備］（経営者）

・大きな変化はなく推移する。

▲
化学工業（総務担当） ・原材料価格の高騰の影響により製品を値上げしたが、その後受注

量が減少している。

▲

金属製品製造業（経営
者）

・今のところ単発受注が続いている状態で、生産計画を立てられる
ほど長期の案件や見込みがないため、やや悪くなると予想してい
る。

▲ 建設業（経営者） ・木造の新築住宅案件は全くなくなっている。

▲

建設業（営業担当） ・当社及び協力業者の人手不足により、受注可能な物件があっても
手を出せず、現状請け負っている業務の工事完了を待っての受注活
動となっていることから、短期的には良くならない。

▲

輸送業（経営者） ・取扱量の低迷、資材の高騰、人手不足などについて短期間での改
善は望めない状況下、原油流通の不安定化、燃料への国の補助金の
継続等、先行きの不透明感が増している（東京都）。

▲

その他サービス業［ビル
メンテナンス］（経営
者）

・最低賃金引上げにより収益が圧迫される（東京都）。
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▲
その他サービス業［ソフ
ト開発］（経営者）

・今後オイル関連の不足が起こるとみている（東京都）。

×

出版・印刷・同関連産業
（所長）

・経費削減のため一番最初に見直されるものとして広告宣伝費が多
く、ネットプリント等の金額を抑えられる類似サービスへ需要が流
出する傾向が今後加速する（東京都）。

× 建設業（経営者） ・インフレの影響と人手不足が続く。

×
不動産業（経営者） ・23区内のマンション価格の下落や気候の影響により、一定の地域

で地価が下がる傾向にある（東京都）。

◎

人材派遣会社（営業担
当）

・秋以降、人材ビジネス業界は繁忙期に入る。各取引先も繁忙期と
なるため、短期人材活用を含めて需要が高まる。外的要因が特にな
ければ、例年どおり人材ビジネスとしては景気が良くなる（東京
都）。

○
求人情報誌製作会社（広
報担当）

・各企業の給与が増えていけば、景気は良くなっていく（東京
都）。

□

人材派遣会社（支店長） ・派遣依頼は堅調だが、中途採用は良い人がいればといった形の
ニーズが多く、正社員については厳選傾向が強い。そうしたことか
ら、成約数が伸び悩んでいる（東京都）。

□
人材派遣会社（支店長） ・変化の兆しがみえない。

□
人材派遣会社（社員） ・人材不足の影響、求人数の堅調な推移が変わらず続くことが見込

まれる。

□
人材派遣会社（社員） ・案件の問題もあるかもしれないが、求職者数が増加する要因は考

えにくい（東京都）。

□ 人材派遣会社（社員） ・人材不足の状況に変化はない（東京都）。

□

人材派遣会社（社員） ・求人数に大きな変化はない。省人化を図りたい、自動化を進めた
いという話は出るものの、人材を削減するという話には発展せず、
現場レベルでは人数を維持したい意向が強い。

□
人材派遣会社（営業担
当）

・下期以降回復するとの見通しを聞くこともあるが、明確な根拠は
なく、現時点では不透明である（東京都）。

□

求人情報誌製作会社（経
営者）

・10月からの最低賃金の引上げは、多くの事業者に負担が掛かる。
さらに、公共料金の値上げなどが消費を鈍らせる（東京都）。

□
求人情報誌製作会社（所
長）

・有効求人倍率のバランスが安定しない。

□
求人情報誌製作会社（営
業）

・先々の求人予定が前年より少なく、早めに年内求人をストップす
る予定の中小企業が多い。

□ 職業安定所（職員） ・新規求人数は前年比では微減傾向が続いている。

□

職業安定所（職員） ・米価は下がってきているものの、台風等の影響により青果物等の
価格は相変わらず高い。賃金は変わらないため、景気は特に変わら
ない。

□
民間職業紹介機関（経営
者）

・求人に対する応募状況と、採用後の就業年数からみると、人手不
足の状況は余り変わっていない（東京都）。

□
学校［大学］（就職担
当）

・景気が良いという実感が全くない（東京都）。

▲
人材派遣会社（社員） ・物価の上昇に対して賃上げが追い付いていない（東京都）。

▲
人材派遣会社（社員） ・次のピークである４月採用まで、緩やかに求人数は減少する見込

みである（東京都）。

▲

職業安定所（職員） ・中東情勢の影響により製造業や建設業で資材が不足しているた
め、受注に影響があるとの話を聞いている。また、令和８年８月千
葉豪雨や台風の影響も考えられる。

× ＊ ＊
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